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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・7/9(月)から面会表が変更になります。詳しくは後日中村ＳＧＭより説明があります。

・7/17(火)18(水)看護グループ内研修があります。時間17：30～18：00場所２Ｆ会議室

テーマ「精神科初任者研修①～精神疾患について～」

統合失調症・気分障害・認知症について　　　　講師：中村ＳＧＭ

・宮崎　幸子様～お母様はバスで面会に来る為、正面玄関から面会を受けてください。医事チームへは伝えています。

・入院形態が変更になった患者様は、処遇への変化があるの為ケアプランに入れて下さい。ケアプランへ変更日の記入、医師から診療記録へ記入して頂くのを忘れないで下さい。

・受け持ち看護師が休み等でいない時きちんと介入がされず、患者様へ差し入れが届かないことがあったそうです。患者様からの要望や面会等での差し入れの対応として「受け持ち看護師がいないから(休み等で)分からない」等の対応をしていませんか？又はそのような対応を見かけませんか？

チームナーシングと機能別看護が組み合わさったもので完全な受け持ち制ではないですので、受け持ち看護師がいなくても情報共有し対応が出来る部分は対応し、管理者へも必要であれば相談する等し、難しい患者様ほどスタッフ皆で関わるようにして行きましょう。

＜患者様連絡事項＞

・小林　理恵様～本日、友人(以前入院していた早狩千賀子様)が面会に見えました。主治医に確認し友人(早狩千賀子様)の面会は了解が出ています。

・田端　テル様～膝の痛みの訴えあります。御家族から、外泊中の様子からもお話しがあったのですが自分から言えないのでは？と話されています。本人から直接主治医に話せない様子ですので診察についたスタッフは主治医に伝えて下さい。

・宮崎　幸子様～生理痛の為「痛み止めが欲しい」と希望あり

カロナール(200)２Ｔ　1×1　３回分（月経痛のひどい時１日２回まで）

本日10：30、18：30服用しています。

・上野千奈津様～自己服薬管理を本日7/4(水)夕食後薬から３日分の管理で始めます。

個別疾病教室を行っていますが調子が良くないと話されています。余暇は臥床して過ごされ外泊中も家では何もせず過ごしていたようですので、次回外泊時は本人と目標を作っていきましょう。

・大橋　照子様～本日、買い物目的にてスタッフ付き添いで外出されています。希望の物を買う事ができ予定金額内で買い物が出来ています。

・中川原義雄様～本日16：55外泊より戻られています。外泊中の様子は「落ち着いていたようには見えたんですけど少し喋りすぎかな？って所がありました。」服薬は忘れずに自分で飲んだとの事で、睡眠は７～８時間位眠れて、日中は喋るのが楽しくて起きていたとの事です。

・小林　理恵様～主治医からも検査依頼はありますが、心理の盛田さん小嶋さんと今後の検査について本人とお話しし、睡眠や食事摂取が安定してきたら検査についてまた話しに来る事伝えているそうです。今後検査を行っていく予定の為情報提供し、検査等への訴えがあった場合には心理まで連絡下さいとの事です。

・磯島　貴広様～7/12(木)10：00からの家族面談について、御家族へ連絡しています。

・畑中　徹　様～下痢症状あり、下痢止め３Ｐ　３×ndE　処方となっています。

外泊願届けを主治医の机に置いています。許可がでれば本人が御家族へ連絡することになっています。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・佐藤　昌宏様～病状落ち着いている為、本人へ説明し本日付けで入院形態（医療保護→任意）の切り替えしています。

・木村　忠史様～定期採血の拒否あり、主治医へ確認しています。今後も２ヶ月に一回の採血となり次回は８月です。検査の佐藤さんには伝えています。

・榮田　豊　様～主治医から再度、入院形態、家族との三者面談について説明しています。ご本人は表情冴えず頷いており、落ち込んでいる様子です。措置入院であり、面談等を行う段階ではないので、御家族が面会に来た際に先生とお話しがしたい等の希望があって、主治医が時間の都合が良ければお話しするとの事ですので声を掛けて下さい。

・石切　久　様～睡眠薬が変更になってから良く眠れると言われています。今後、すぐにではないが落ち着いていれば措置解除も検討すると伝えています。

・平　　勝利様～ご本人よりソーセージが食べたいと希望あり、血糖値が落ち着いている為、一日１本なら良いと伝えています。食べ過ぎないように観察してきましょう。

・寺地利代子様～時折、右足のしびれがあり感覚がなくなると言われています。筋力が低下している可能性あり良く運動するよう伝えられています。

＜事故報告書検討＞

菅井　浩子様～7/2(月)5：10物を取ろうと思い自床から転倒し左眼瞼部から出血。左眼瞼部２ｃｍ深さ３ｍｍの裂傷する。

· ここ１週間奇異行動が見られている。

· 荷物をまとめるようになってから夜間の睡眠が不安定である。

· 無理な体勢は取らないようにし、きちんと目が覚めてから行動するように声掛け必要。

記録の内容ですが、経過記録の時間があきすぎています。当直医からの指示も出ていますし裂傷し出血もありますので、きちんと経過の観察を行っていても記録に残っていなければ意味がありませんので、コマめに記録していきましょう。又、御家族への連絡も忘れずに行っていきましょう。

今回、眼鏡も壊れていますので、転倒した事・眼鏡の修理の事を御家族へ連絡お願いします。本日7/4準夜帯では連絡がつきませんでした。
